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                         電   話  ０３－３５４５－４７３１ 

 
平成20年3月期の中間期及び通期の業績予想修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成19年5月15日の決算発表時に公表しました平成20年3月期(平成19

年4月1日～平成20年3月31日)の中間期及び通期業績予想を下記のとおり修正いたしますので、お知ら

せいたします。 

記 
 

１．平成20年 3月期 連結業績予想の修正 

(１) 中間期（平成19年 4月 1日～平成19年 9月30日） 

                                      （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ）      3,000         50         60         45 

今回修正発表（Ｂ）      2,846       △88       △65       △60 

増減額 （Ｂ－Ａ）      △154      △138      △125  △105 

増減率    （％）       △5.1          －          －          － 

前期実績（平成18年9月期）  3,203          66          87  70 

    

(２) 通期（平成19年4月 1日～平成20年 3月31日） 

                                      （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ）      6,500        320        330        250 

今回修正発表（Ｂ）      6,200        100        150        170 

増減額 （Ｂ－Ａ）      △300      △220      △180       △80 

増減率    （％）       △4.6      △68.8      △54.5      △32.0 

前期実績（平成19年3月期） 6,602 286 325 229 

 

２．修正の理由 

 （中間期） 

売上高については、低温、台風、猛暑等の天候要因による夏物商戦の苦戦及び既存店売上高 

  の伸び悩み等により前回予想を下回る見込みとなりました。利益面につきましては、売上高の 

  減少に伴う売上総利益の減少及び売上総利益率の高いメンズ・オーダースーツの売上高減少に

伴う売上総利益率の低下と販売費及び一般管理費の増加により、営業利益、経常利益、中間純

利益とも前回予想を下回る見込みとなりました。 

 （通 期） 

   通期の業績予想につきましては、中間期の業績動向を反映して見直しております。 

     

※ 業績予想に関する留意事項 

  上記の予想数値は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の 

 業績は今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


